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語句編　　

1． carcinomaとsarcomaのちがい

癌腫と肉腫＞上皮性か非上皮性。つまり発生母地が違う。

２．in situ carcinomaとinvasive carcinomaのちがい

　　…

３．abscessとempyemaのちがい

　　膿瘍と蓄膿＞壊死したところに膿が溜まるか、もともとあった空にたまるか。

４．hypertrophyとhyperplasiaのちがい

　　肥大と過形成＞組織が大きくなるのにcell自体が大きくなるのか、数が増えてるのか。

５．proliferationとgrowthのちがい

　　増殖と成長＞成長＝細胞増殖－細胞喪失。

６．allergyとanergyのちがい

　　…

７．家族性と遺伝性のちがい

　　遺伝性：生殖細胞の遺伝子に変異がある

　　家族性：生殖細胞の遺伝子に変異があるものの内、両親のいづれかにも同じ変異があるもの

８．優性と劣性のちがい

　　ヘテロで症状がでるかでないか。

９．DNA損傷と突然変異のちがい

　　突然変異＞DNA損傷によっておこる娘細胞にうけつがれるゲノム変化

10．initiationとpromotionのちがい

　　イニシエーション：DNAに癌原性の変化がおこること。不可逆的な刻印

　　プロモーション　：多クローン性増殖を可逆的に誘発しclonal　growthの起こる確率を上げる

11．cellular atypismとstructural atypismのちがい

　　細胞異型と構造異型＞どこに形態異常あるか。細胞異型では核異型、構造異型では細胞質内線空など

12．anaplasiaとkataplasiaのちがい

　　…

13．貧血とショックのちがい

　　貧血　　：抹消循環赤血球数の慢性的低下

　　ショック：急性低下

14．肉芽腫と肉芽組織のちがい

　　肉芽腫　：マクロファージ、炎症cellの集まり

　　肉芽組織：再生過程のfibloblastや血管の集まり

15．ヘモクロマトーシスとヘモシデローシスのちがい

　　ヘモシデローシスは実質細胞に壊死がない。どちらもヘモシデリンの沈着。鉄
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服部編

１．壊死の定義を述べよ。また、壊死のパターンを挙げ、

　　それぞれについて疾患例を挙げよ。
　　定義：形態的に死んで見える状態

　　例　；凝固壊死＞心筋梗塞

　　　　　液化壊死＞脳梗塞

　　　　　脂肪壊死＞急性膵炎

　　　　　壊疽　　＞糖尿病

２．腸の異常発生について述べよ。

　　メッケル憩室：回腸部末端にできる憩室。臍腸管の退縮不全による。憩室内に胃粘膜がある場合あり、胃液に荒され回腸に潰瘍を合併することもある

　　hirschsprung　：巨大結腸症。アウエルバッハ、マイスナー神経叢の神経節が先天的に少ない為、筋肉の収縮、拡張異常となり巨大化する。

３．シェーグレン症候群について説明せよ。

　　唾液腺と涙腺の慢性炎症。

　　自己免疫疾患。

　　口と眼が乾燥

４．唾液腺の腫瘍にはどのようなものがあるか。

　　他形性腺腫：中年のおばちゃんの病気、ほとんど良性

　　腺様嚢胞癌：円柱上皮からなる悪性腫瘍

　　腺リンパ腫：warthin腫瘍。腺管とリンパ球からなる

５．常染色体優性遺伝する大腸の腫瘍について説明せよ。

　　家族性大腸ポリポーシス（FAP）：大腸全域に数珠状にポリーブ発生。APC遺伝子に異常あり

６．大腸癌の発生について説明せよ。

　　Multistep　caricinogenesis：腺腫からganeの蓄積により癌になる（腺腫内癌）

　　Denova　　carcinogenesis：いきなり癌ができる
７．黄疸を分類し説明せよ。

　　肝前性黄疸：溶血製品血などによる。赤血球こわれて間接ビリルビンup

　　肝性黄疸　：肝炎、肝硬変、肝癌による。間接ビリルビンup（グルクロン酸縫合異常）

　　肝後性黄疸：胆管炎、胆石、胆管癌などによる。排泄障害により直接ビリルビンup

８．門脈圧が亢進するのはどのようなときか。またそれによってどのような合併症が起

こるか。

　　肝硬変、肝癌、buddchiari症候群による。腹水、側腹循環（食道静脈瘤etc）など

９．Ｃ型肝炎の疫学と病理組織像について説明せよ。

　　疫学：水平感染で慢性肝炎（HBでは水平では急性肝炎に（そこから慢性にはいかない））になる。

　　組織：piecemeal　necrosis（削り取り壊死）、繊維化

10．肝硬変を原因別に分類して説明せよ。

　　壊死後性：劇症肝炎由来

　　肝炎構成：慢性肝炎由来（85％以上）

　　脂肪性　：アルコールなどにより
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九嶋編　
1． 糖尿病の発生機序を書け。

IDDM　：HLA感受性が異なる

　　　　＞胸腺でβ細胞反応性Tリンパ球のpositiveserection

　　　　＞環境因子に対するβcell反応性Tリンパ球クローン増生

　　　　＞βcell破壊される

　　　　＞慢性的膵島炎によりIDDM発症

NIDDM：遺伝素因や環境により骨格筋、脂肪のinsulin抵抗性up

　　　　＞高血糖と高insulin続く

　　　　＞耐糖能異常によりβcell疲弊

　　　　＞insulin分泌不全によりNIDDM発症

２．家族性コレステロール血症と、それによって誘発される疾患について説明せよ。

　　LDLreceptor以上により血中LDL上昇する病気

　　これにより変性LDLがマクロファージにとりこまれマクロファージが泡沫cellとなりこのcellが沈着することにより黄疸腫を引き起こす

３．ネフローゼ症候群について書け。

　　全身浮腫、大量の蛋白尿、低タンパク血症、高コレステロール血症の4主徴を呈する症候群。

　　誘因としてはアミロイド腎症など

４．アミロイドーシスを２大別して説明せよ。
　　AL：抗原＞モノクローナルなBcell増殖＞plasmacell増生＞IgのL鎖から網内系cellにおいてAL産出＞実質組織に沈着

　　AA：慢性炎症＞マクロファージ活性化＞IL1.6＞肝においてSAAタンパク産生up＞SAAタンパクから網内系cellにおいてAA産出＞血管周辺に沈着
５．糖原病とリソソーム病について書け。
　　VonGieke：糖原病。G6Pase欠損によりglycogenが肝にたまる

　　Pompe….：両方。α1.4グルコシダーゼ欠損。心､肝にglycogenたまる。

　　Gaucher..：リソソーム病。βグルコセレブロシダーゼ欠損。グルコセレブロシドが肝、脾にたまる

　　（糖原病：glyvogenたまる。リソソーム病：欠損酵素がリソソームに存在）
６．逆流性食道炎とそれによって引き起こされる癌について説明せよ。

　　胃腸内容物が食道内へ逆流することによる炎症。

　　食道は重層扁平上皮であり胃酸に弱く炎症起こす。びらんと再生によって円柱上皮化成（胃上皮化成）＝barett食道（円柱上皮化成が3cmこえたもの）

　　腺癌の前癌状態

７．食道癌で最も多いのはどのような癌か。

　　扁平上皮癌。胸部中部食道に好発。

８．胃炎の原因と、転帰について述べよ。

1. H/pylori（Btype）

2. ストレス

3. 化学性（Ctype）（胆汁・NSAIDS）

4. 自己免疫性（Atype）

1. 急性胃炎＞表層性胃炎＞萎縮性胃炎（慢性胃炎）＞慢性潰瘍、腸上皮化成

2. 急性潰瘍

3. 胆汁：胃炎＞残胃癌

4. 萎縮性胃炎＞ECM・カルチノイド

　　　　　　..＞悪性貧血

９．胃癌を２大別し、説明せよ。

　　分化型腺癌・未分化型腺癌

　　説明省略

10．早期癌と進行癌の分類について説明せよ。

　　固有筋層こえるかこえないか。転移は関係ない

11．胃癌はどのような転移形式をとるか。

　　リンパ行性：Virchow　,,：左鎖骨上カリンパ節へ

　　播種性　　：Schnitaler.,,：ダグラスカへ

　　その他　　：krukenberg：卵巣の転移性腫瘍

12．IBD（炎症性腸疾患）について知っていることを書け（潰瘍性大腸炎、クローン病）

　　省略

13．慢性胆嚢炎の組織像を書け。

　　ロキタンスキー・アショフ洞

14．急性膵炎と慢性膵炎の発生機序を書け。
　　自己消化＞急性膵炎

中嶋編　

１．骨粗鬆症とはどのような病態か。

２．痛風とはどのような病態か。

３．関節病変をあげて、説明せよ。

４．骨軟骨腫、軟骨肉腫、骨肉腫について説明せよ。（やや頻出）

森谷編

１．hyperkeratosis、parakeratosis、acanthosisの違いを述べよ。

２．いわゆる「いぼ」について説明せよ。

３．神経堤由来の皮膚病変について述べよ。

４．皮膚の悪性腫瘍について説明せよ。

５．乳腺に腫瘤をつくる病変について知っているだけ説明せよ。

杉原編　　

(遺伝)

１．網膜芽細胞腫について

　　①two hit theory で遺伝性では両眼に、非遺伝性では単眼に起こることを説明せよ。

　　②RB1は正常細胞ではどのような機能を持っているか。

　　③その腫瘍発生はRB1の不活性化によって始まるが、出来上がった腫瘍を調べると

　　　　RB1以外の複数の遺伝子に変化がみられる。これはなぜか。

　　④網膜芽細胞腫の原因遺伝子は劣性変異遺伝子であるのに優性遺伝する。それはなぜか。

　　⑤なぜRB1のノックアウトで起こる腫瘍が網膜に起こって大腸に生じないのか。

　　　　FAPで成人になるまで癌が出てこないのはなぜか。

（造血）

１．①再生不良性貧血で髄外造血が起こらないのはなぜか。

　　②再生不良性貧血ではどのようにして二次性ヘモクロマトーシスになるのか。

２．赤血球、顆粒球、巨核球はどの段階でblastからcyteになるのか。

３．胎児赤芽球症について　

　　①なぜ第一子に起こらず第二子に起こるのか。

　　②もし第一子に起こるとしたらどのような場合か。

４．血小板について（試験に必ず出ます　ｂｙおすぎ）

　　①血小板はどこでどのようにして作られるか。

　　②血小板が減少するとなぜ出血が起こるか。

　　③血小板が減少したときの出血はどのような様子か。形態、部位、時間について述べよ。

　　④なぜそのような出血になるのか。

　　⑤血小板が減少することによって生じる疾患を２つあげ、

　　　それぞれについてなぜ血小板が減少するのか説明せよ。

５．AML,CML,ALL,CLLを英語で書け。

６．白血病について

　　①AMLとCMLの組織像の違いを述べよ。

　　　　　（絶対出します（設問つきで）　ｂｙおすぎ）

　　②ＣＭＬの場合、白血病裂孔がないのはなぜか。

　　③白血病細胞では正常の造血細胞に比べて細胞周期時間が延長している。

　　　それにもかかわらず、どのようにして白血病細胞は正常細胞を置換して骨髄を占拠できるのか。

　　④ＡＭＬではどのようにして腫瘍細胞を抗癌剤で絶滅できるのか。

（呼吸）

１．．肺塞栓について

　　①肺塞栓でなぜ肺高血圧になるのか。

　　②血栓のつまった血管床に鬱血が起こるのはなぜか。

　　③肺梗塞が起こるための条件は何か。

　　④出血性梗塞となるのはなぜか。

　　⑤他に出血性梗塞をきたす臓器はどこか。

２．①気道の「アキレス腱」とよばれる部分はどこか。なぜ「アキレス腱」なのか。

　　②大葉性肺炎と気管支肺炎の違いを述べよ。

３．結核について

　　①結核結節のミクロにおける組織的特徴を述べよ。

　　②なぜそのような構造になるのか、結核菌の特徴と起こる免疫反応について書け。

　　③結核結節が腫瘍のように組織破壊的に生長するのはなぜか。

　　④結核が他臓器に「転移」することがある。この病態を何と言うか。

　　⑤結核に対して免疫反応が正常な人において、どんな経路で血中に菌が入って転移するのか。

４．①タバコによって発癌する過程を書きなさい。

　　②肺癌はどのように進展して死に至るか。

